
事務局だより

講師 吉田ゆかり先生（よしだ小児科医院）」を招いて、オン

ラインでの学習会を開きました。7月の「吉村春生先生（西九州

大学非常勤講師）」を招いた学習会の第２弾です。

9クラブ５６名の参加でした。コロナ禍の中、お忙しい中、吉

田先生には、講師を引き受けていただきました。ありがとうござ

いました。参加者の皆様から多くの感想をいただき1部抜粋して掲

載します。

親が一方的に決めるのではなく子どもと話す【感想文から】

＊乳児期から大切にしたいことを改めて学ぶことができました。

乳児期の育ちが、学童期に与える影響の大きさを知ることができ

ました。もっと多くの親になった大人たちや、子どもに関わる大

人たちに聞いて欲しい内容だったと思います。

＊電子メディアの子どもに与える影響が多いことを改めて認識し

ました。「遊ぶ、食べる、寝る子は育つ」、先生からの言葉（健

康３原則）大切ですね。

＊ネットに関することというのは、いつになっても心配で終わり

がないというところもあって、正直、親としても常に自分の中で

の情報を更新していけないので難しいです。その時々で、子ども

と話をしながら、親が一方的に決めるのではなく、折り合いをつ

けていくことがいいのかなと思いました。

＊子どもとメディアは、離せない現実になっていると思います。

しかし、今は子どもと話し合って時間を決め、生活時間を正すこ

とが大切だと思っています。

＊前頭葉が人間らしい理性を司る。ゲームを過度にすると働かな

くなる。日常からの親子の会話が大切。

＊コロナ禍での今回もオンラインでの開催にせざるを得なかった

かもしれませんが、子どもが小さいので、家で参加できるような

学習会だととても助かりました。

【次回学習会のテーマの参考のため、子育てをしていて、
こんなことを知りたい、気になること等】

＊思春期の子どもへの対応。
＊子どもの自己肯定感の育みや、大人が気をつけたいこと。
＊幼児期までの愛情をかけて育てていけばという話であったが、
中学高校生でもまだ取り返せる方法など。
＊遊び等で社会性を学ぶ機会が減ってきているので、家庭ででき
ることを教えて欲しい。

参加者の皆様には、事前に資料配布が間に合わず、ご迷惑をおか
けしました。後日配布しています。

事務局 髙橋 孝子

映画「大ちゃん、だいすき。」

1月7日 黒崎中央学童保育クラブ舎で上映し69名の子どもた
ちが参加しました。

じぶんもこまっている人をたすけないといけない【感想文より】
＊ぼくのすきなところは、大ちゃんがかいだんでころんで、まい
ちゃんが、きづいていそいで、びょういんまではこびにいくとき、
まいちゃんがころんで、大ちゃんがさかでころびそうになったと
き、ダンプくんが、たすけたところです。じぶんもこまっている
人をたすけないといけないとおもいました。（1年生）
＊とてもまいちゃんの気持ちがわかりました。これからも友だち
やかぞくをたいせつにしようと思いました。ふだんは見られない
からとてもうれしかったです。（2年生）
＊大ちゃんみたいにしょうがいを持っている人はいるけど、みん
な人間だからしょうがいを持っていない人と同じように、さべつ
やいじめがないようにしないといけないとおもいました。また、
大ちゃんはしょうがいがあるけど、いつもニコニコしていてすご
いと思いました。(4年生）

吉田ゆかり先生
保護者学習会 第２弾
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◆日時 ６月５日(日)10:30～16:30
◆全体講義「子どもとともに今を生きる

～子どもの声が聞こえてくるには～」
【講師】杉田真衣さん（東京都立大学）
◆他８講座
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第４５回 定期総会

◆日時 ６月２６日(日)午前中
◆会場 八幡東生涯学習センター

北九州市学童保育連絡協議会

「コロナ禍の中での子どもの発達の保障と
ネットとの上手な付き合い方を学ぼう」


